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　2013 年 9 月 26 日～ 27 日に第 32 回東北病理標本検討会
が宮城県仙台家畜保健衛生所で開催された。東北6県の家
畜保健衛生所病性鑑定担当者，動物衛生研究所三上修主
任研究員，生澤充隆研究員，川嶌健司上席研究員および病
理部門研修生など 15 名が参加し，以下の 7 事例について
検討がなされた。
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1.	 	豚のHaemophilus	parasuis による線維素化膿性心
外膜炎

　提出者：佐藤尚人（青森県）
　提出標本：豚の心臓
　病　歴：豚（交雑種），53 日齢，雌。2011 年 8 月，558,035
頭（種雄豚 86 頭，繁殖母豚 4,801 頭，肥育豚 553,148 頭）
を飼養する一貫経営農場で，55 ～ 65 日齢の子豚にくしゃ
みや発咳が認められていたことから，同年 9 月，呼吸器症
状を呈する 3 頭の病性鑑定を実施した。提出例は，そのう
ちの 1 頭である。
　剖検所見：心外膜に多量の線維素が析出し，心嚢内に
は黄色混濁した心嚢水が貯留していた。肺は前葉から中
葉で水腫を呈し，肺胸膜では線維素の析出および胸壁と
の癒着が認められた。気管気管支リンパ節は腫大してい
た。腹腔内には黄色腹水が貯留していた。
　組織所見：心臓では，心外膜に線維素の析出，好中球お
よびマクロファージの浸潤が認められ，絨毛状を呈する
とともに，膠原線維の増生により著しく肥厚していた（図
1A, B）。また，一部に出血が認められ，血管周囲ではリ
ンパ球およびマクロファージの浸潤・集簇が認められた。
肝臓では，うっ血および出血がみられ，類洞は拡張して
いた。肺では，気管支および血管周囲にリンパ球の浸潤
が認められ，一部の気管支粘膜上皮細胞が過形成を呈し
ていた。肺胞内に好中球およびマクロファージが浸潤し，
肺胸膜には線維素の析出と好中球およびマクロファージ
の浸潤が認められた。気管気管支リンパ節では，辺縁洞
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に好中球の浸潤が認められた。抗Haemophilus parasuis
ウサギ血清（動衛研）を用いた免疫組織化学的染色では，
心外膜の線維素および炎症細胞，肺胸膜の炎症細胞に陽
性反応が認められた。抗Mycoplasma hyorhinis ウサギ血
清（動衛研）を用いた免疫染色では，肺の気管支上皮細
胞，細気管支上皮細胞および一部の肺胞内に浸潤する炎
症細胞で陽性反応が認められたが，心臓では陽性反応は
認められなかった。
　病原検査：ウイルス学的検査では，血清から PCR 法で
豚サーコウイルス 2 型（PCV2）遺伝子が検出されたが，
扁桃および肺からは検出されなかった。豚繁殖・呼吸障害
症候群ウイルス（PRRSV）遺伝子は，血清，扁桃および
肺のいずれからも検出されなかった。細菌学的検査では，
病原細菌は分離されなかった。また，肺から PCR 法でM. 
hyorhinis 遺伝子が検出されたが，M. hyopneumoniae 遺
伝子は検出されなかった。血液検査では，RBC：447 × 
104/µl，WBC：43,000 /µl，Ht：22.7％であった。
　診断と討議：組織診断名は豚のH. parasuis による線維
素化膿性心外膜炎，疾病診断名は豚のH. parasuis 感染症

（グレーサー病），M. hyorhinis による豚マイコプラズマ肺
炎とされた。豚で多発性漿膜炎を起こす病原体としてH. 
parasuis，M. hyorhinis およびStreptococcus suis があげ
られるが，免疫組織化学的染色の結果から，本症例におけ
る心外膜炎・肺胸膜炎の原因はH. parasuis によるものと
考えられた。

2.	馬の誤嚥性肺炎を伴うStreptococcus	equi	subsp.	
zooepidemicus による線維素化膿性胸膜肺炎および
壊死性化膿性気管支肺炎

　提出者：熊谷芳浩（岩手県）
　提出標本：馬の肺
　病　歴：馬（アングロアラブ種），19 歳，雄。馬 200 頭
を飼養する繁殖育成農場で 2013 年 1 月，雄馬が突然元気
消失，食欲不振および苦悶を示した。発病後 2 日目から
発熱（38.8 ～ 39.3℃），透明あるいは暗赤褐色の鼻漏およ
び粗励な肺音を伴い，6 日目に斃死した。当該馬は，5 ～
6 年前に胃潰瘍の治療を受けていたが，発病日まで異常は
認められなかった。なお，本症例以外の同居馬に異常はみ
られず，続発例も認められなかった。
　剖検所見：多量の暗赤色胸水が胸腔に貯留し，黄色を
呈する多量の滲出物が肺胸膜と壁側胸膜全域に付着して
いた。肺実質は，全葉にわたり暗赤色を呈し，直径 5 ～
30 mm の灰白色壊死巣が多発していた。また，右側副腎
近傍に直径 40 mm の黒色腫瘤が認められた。

　組織所見：肺胸膜は線維素化膿性滲出物により膜状に
覆われていた（図 2A）。同滲出物は，多量の線維素，細
胞退廃物，好中球およびマクロファージからなる炎症細胞
と少数の線維芽細胞および赤血球により構成され，しばし
ばグラム陽性球菌の小集塊を混じていた。同様の滲出物は
小葉間結合組織にも認められた。肺はうっ血し，漿液化膿
性滲出物が広範な領域の肺胞と細気管支に観察され，肺実
質には多数の壊死巣が形成されていた（図 2B）。壊死巣の
大きさは様々であり，肺小葉内あるいは複数の小葉に及ん
で形成されていた。同病巣は中心部の凝固壊死および周辺
の変性した炎症細胞の集積層よりなり，しばしば出血およ
び線維素性血栓を伴っていた。一部の領域の壊死巣では真
菌感染を伴い，アスペルギルス様の分岐する菌糸塊が存在
した。二次気管支から肺胞に至る気道内にはしばしば食渣
と思われる異物が認められ，散在性に多核巨細胞の浸潤を
伴っていた。抗溶血性Streptococcus C group ウサギ血清

（デンカ生研）を用いた免疫組織化学的染色により，陽性
抗原が肺胸膜および肺実質の病変部に浸潤する好中球と
マクロファージに観察された。副腎近傍の腫瘍（悪性黒色
腫）は，大型で卵円形の細胞集簇巣からなり，同細胞質内
に黄褐色のメラニン色素を多量に含有していた。その他，
小脳の髄質に石灰沈着巣が散在していた。
　病原検査：肺，胸水および心膜からStreptococcus equi 
subsp. zooepidemicus（S. zooepidemicus）が分離された。
　診断と討議：組織診断名は馬の誤嚥性肺炎を伴う S. 
zooepidemicus による線維素化膿性胸膜炎および壊死性
化膿性気管支肺炎，疾病診断名は馬のS. zooepidemicus に
よる線維素化膿性胸膜肺炎とされた。発生状況および既
報の実験感染例の病理所見（Yoshikawa ら，2003）から，
肺および胸膜病変の形成期間は 1 週間程度と考えられた。
本症例の増悪要因として，誤嚥による真菌感染を伴う肺
炎が考えられた。

3.	牛の肝臓における好酸球性増殖性小葉間静脈炎
　提出者：曽地雄一郎（宮城県）
　提出標本：牛の肝臓
　病　歴：牛（黒毛和種），324 日齢，去勢雄。2012 年 9
月，繁殖和牛 24 頭を飼養する黒毛和種繁殖農場において，
当該牛が食欲不振および慢性下痢を呈したため治療（抗
生剤，補液等）を続けていた。時折，鼻汁や肺雑音が認
められ，発育不良の改善もみられなかったため，12 月 20
日病性鑑定を実施した。
　剖検所見：肝臓では，辺縁の包膜下に直径 1 ～ 2 mm の
暗赤色～灰白色の不整形隆起部が多数みられ，入割する
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と大小様々な管腔を認める白色結節が密発しており，病
巣は実質深部にも認められた。腸間膜リンパ節は重度に
腫大し，割面は水腫性に膨隆していた。
　組織所見：肝臓では，小葉内および門脈域において膠
原線維の重度な増生が認められ，その内部では小葉間静
脈の増生と好酸球を主とした細胞浸潤，血管内皮細胞の
増生による血管内腔の狭小化，血管平滑筋の増生および
小葉間胆管の増生が認められた（図3A， B）。周囲の肝組織
は病変部に圧迫され，肝細胞索は変形していた。肝細胞は
全体的に変性・萎縮し，壊死巣も散見された。抗Fasciola 
sp. 抗体（動衛研）を用いた免疫組織化学的染色では，陽
性抗原は確認されなかった。胆嚢では，粘液腺および漿液
腺の増生が認められ，周囲にリンパ球を主とした細胞浸
潤が散見された。回腸では，粘膜固有層に好酸球を主とし
た細胞浸潤が認められ，腸陰窩の密度は減少しており，パ
イエル板ではリンパ濾胞の萎縮や膿瘍も散見された。各
リンパ節では，リンパ濾胞の反応性腫大が認められた。
　病原検査：細菌学的検査は未実施。ウイルス学的検
査では，PCR 法で血清から牛ウイルス性下痢ウイルス

（BVDV）遺伝子は検出されなかった。
　診断と討議：組織診断名は牛の肝臓における好酸球性
増殖性小葉間静脈炎，疾病診断名は原因不明（牛の肝臓に
おける好酸球性増殖性小葉間静脈炎）とされた。原因につ
いては，当初肝蛭の関与は否定的と推察されたが，抗体検
査が未実施であること，肝臓の検索が十分ではなかった
ことから，肝蛭の可能性も否定できないとの意見があげ
られた。好酸球性増殖性小葉間静脈炎は，と畜検査の際に
3 ～ 4 歳齢の黒毛和種で発見されることが多く，本症例の
ように若齢牛での報告は珍しい。

4.	牛の潰瘍部の粘膜上皮の再生がみられた牛ウイルス
性下痢ウイルス（BVDV）による回腸炎

　提出者：小笠原房恵（岩手県）
　提出標本：牛の回腸
　病　歴：牛（交雑種），13 ヵ月齢，去勢。肥育牛 169
頭を飼養する農場において，臨床獣医師より 1 頭に流涎，
口腔内のびらん等口蹄疫様の症状を呈する旨の通報があ
り，当所にて農場の立入りを実施した。当該牛の病変確認
および疫学調査により口蹄疫を否定し，原因検索のため
ウイルス学的検査を行った。その結果，血清から BVDV
の NCP 株が分離され，BVDV 抗体陰性であったことから
当該牛を持続感染牛と診断し，粘膜病の病変確認のため
当所で病理解剖を実施した。
　剖検所見：偽膜様滲出物および出血を伴う消化管粘膜

（回腸，盲腸，結腸および直腸）のびらんないし潰瘍が認
められ，特に回腸では類円形の潰瘍が多発していた。
　組織所見：第一・三胃，小腸から直腸におけるびらんお
よび潰瘍がみられた。病変が顕著な回腸では，一部に粘膜
下組織までおよぶ正常粘膜構造の欠損が認められ，立方
形の再生した粘膜上皮に被われていた（図 4）。粘膜下組
織は水腫性でリンパ球，好中球およびマクロファージの
浸潤を伴っていた。残存した絨毛では，粘膜上皮細胞の変
性および剥離がみられ，顕著な粘液，細胞退廃物および好
中球が貯留した陰窩の拡張が認められた。パイエル板は
萎縮または消失し，一部では腸陰窩がパイエル板に陥入
した陰窩ヘルニアがみられた。粘膜下組織では，ときに血
管壁の硝子様変性がみられた。血管病変は，心臓，膀胱，
舌および三叉神経節周囲の組織でも観察された。その他，
全身のリンパ組織（リンパ節，脾臓およびパイエル板）で
は，リンパ球の減数が観察された。
　病原検査：ウイルス学的検査では，白血球より BVDV
の CP 株および血清，回腸パイエル板および空腸リンパ節
より NCP 株が分離され，分離株の遺伝子型は 1b 亜型で
あった。細菌学的検査では，主要臓器から病原細菌は分離
されなかった。
　診断と討議：回腸の潰瘍部が再生上皮に被われていた
ことから，組織診断名は牛の潰瘍部の粘膜上皮の再生が
みられた BVDV による回腸炎，疾病診断名は牛ウイルス
性下痢・粘膜病とされた。回腸潰瘍部において粘膜上皮の
再生像がみられたことから，慢性経過または病原性の弱
いウイルスによる病変と考えられた。

5.	牛の多数の抗酸菌（ヨーネ菌）が認められた肉芽腫性
結腸炎

　提出者：菅野　宏（秋田県）
　提出標本：牛の結腸
　病　歴：牛（黒毛和種），44 ヵ月齢，雌。2012 年 11 月，
繁殖 8 頭，育成および子牛 4 頭を飼育する繁殖農家におい
て，水様性の下痢を示す牛がいる旨の連絡を受け，現地家
保が立入検査を実施した。当該牛はヨーネ病の抗体検査

（エライザ法）で陽性，糞便塗沫検査（チール・ネルゼン
染色）で抗酸菌が確認されたため，ヨーネ病の患畜と判定
し，法令殺した。
　剖検所見：十二指腸で粘膜の菲薄化，空腸で粘膜に暗
赤色斑の点在および顕著な雛壁形成，回腸で粘膜の肥厚
および顕著な雛壁形成，盲腸および結腸で粘膜に暗赤色
斑の点在が認められた。また子宮内に胎齢約6ヵ月の胎子
がみられた。
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　組織所見：結腸では，粘膜固有層および粘膜下組織に
類上皮細胞の顕著な浸潤がみられた（図 5A）。類上皮細
胞はリンパ小節内にも浸潤していた。チール・ネルゼン染
色では，それらの類上皮細胞の細胞質内に赤色に染色さ
れる抗酸菌が多数みられた（図 5B）。空腸から盲腸でも結
腸と同様の組織像を呈していた。さらに空腸部・回腸部腸
間膜リンパ節および回盲リンパ節でも，類上皮細胞の集
簇巣や多核巨細胞がしばしば認められ，チール・ネルゼ
ン染色でそれらの細胞質内に赤色に染色される抗酸菌が
多数みられた。その他の臓器，胎子の肝臓，脾臓，腎臓，
心臓および肺に異常はみられなかった。
　病原検査：立入時のヨーネ病抗体検査の ELISA 値は
0.9889 であった。また，糞便塗沫検査（チール・ネルゼ
ン染色）で抗酸菌を確認した。解剖時の直腸便，消化管，
消化管付属リンパ節，乳房上リンパ節および胎盤を検体
として IS900 遺伝子を標的にリアルタイム PCR を実施し
たところ，計算上のヨーネ菌の DNA 量は 0.007 pg/well

（乳房上リンパ節）～ 75,521.98 pg/well（空腸）であった。
その他，ロタウイルス陰性（簡易検査），虫卵およびオー
シスト陰性（ショ糖液浮遊法）であった。
　診断と討議：組織診断名は牛の多数の抗酸菌（ヨーネ
菌）が認められた肉芽腫性結腸炎，疾病診断名は牛のヨー
ネ病とされた。本症例は抗酸菌を容れた多数の類上皮細
胞が粘膜固有層および下組織に浸潤していた一方，多核
巨細胞はほとんどみられなかった。病期等を含めた種々
の要因について討議されたが，結論には至らなかった。

6.	牛の骨格筋における硝子様変性・壊死，腎臓の顆粒円
柱（ミオグロビン円柱）を伴った尿細管壊死

　提出者：高野儀之（山形県）
　提出標本：牛の骨格筋，腎臓
　病　歴：繁殖牛（黒毛和種），55 日齢，雌。黒毛繁殖和
牛 22 頭を飼養する農場で，2013 年 4 月 22 日に，約 1 ヵ
月齢の子牛が黄色粥状下痢便および 40℃程度の発熱を呈
した。抗生物質，輸液等で治療し，一時回復するも，5 月
13 日に再発，再び治療により 5 月 16 日には回復した。し
かし，隣の牛房の子牛（提出症例）が 5 月 2 日に同様の症
状を呈し，加療により一時回復するも再度発熱，5 月 14
日には起立不能となった。抗生物質投与や輸液等が行わ
れたが，5 月 15 日夕方に斃死したため，翌 16 日朝に病性
鑑定を行った。
　剖検所見：大腿部筋肉の退色，黄色透明心嚢水の貯留，
腎臓の退色および尿の軽度混濁が認められた。
　組織所見：大腿部骨格筋では，多発性に筋線維の萎縮，

硝子様変性および壊死が認められ，軽度のマクロファー
ジ浸潤を伴っていた（図 6A）。わずかに石灰化もみられ
たが，再生像はほとんど認められなかった。また，腎臓で
は，髄質外帯で尿細管の変性・壊死が認められ，尿細管腔
内には脱落した上皮細胞，好中球，細胞退廃物が認められ
た（図 6B）。また，一部の尿細管腔内に顆粒状の好酸性物
質が認められた。抗ミオグロビン抗体（DAKO）を用い
免疫組織化学的検査を実施したところ，腎臓の尿細管腔
内および尿細管上皮細胞内の好酸性顆粒が陽性反応を示
した。
　病原検査：ウイルス学的検査では，PCR 法で BVDV 陰
性であった。細菌学的検査では，5 大臓器，脳，血液，心
嚢水および尿から病原細菌は分離されなかった。
　血液・生化学的検査：V.E：28.0 µg/dl, V.A：18.5 IU/dl, 
CK：229,300 IU/l，LDH：40,343 IU/l，AST：7,726 IU/l, 
BUN：63.3 mg/dl, CRE：7.3 mg/dl。
　診断と討議：組織診断名は牛の骨格筋における硝子様
変性・壊死，腎臓の顆粒円柱（ミオグロビン円柱）を伴っ
た尿細管壊死，疾病診断名はミオグロビン性腎症を伴っ
た白筋症とされた。今回，抗ミオグロビン抗体を用いた免
疫組織化学的検査において，陽性コントロール（牛の骨格
筋）での反応が弱かったことから，今後染色条件のさらな
る検討が必要と考えられた。

7.	鶏の伝染性ファブリキウス嚢病ウイルス（IBDV）に
よるファブリキウス嚢における濾胞壊死

　提出者：稲見健司（福島県）
　提出標本：鶏のファブリキウス嚢
　病　歴：鶏（チャンキー），45 日齢，雌。ブロイラー約
44,000 羽を 3 鶏舎（セミウインドレス鶏舎）で飼養する農
場の 1 鶏舎において，2013 年 6 月 1 日（37 日齢）頃から
元気消失，下痢，脚弱および羽毛逆立等の症状を呈し斃
死する羽数が増加した。壊死性腸炎，コクシジウム症を
疑い 6 月 5 日，8 日にアンピシリン・サルファ剤を投与し
斃死羽数が減少したが，再び増加したため，6 月 11 日に
病性鑑定を実施し大腸菌症と診断した。6 月 14 日に隣接
鶏舎でも斃死羽数が増加したため，さらに 5 羽（45 日齢）
について病性鑑定を行った。提出標本はそのうちの 1 羽
である。なお，ワクチン接種状況は，初生時にマレック・
鶏痘・伝染性気管支炎，14 日齢と 21 日齢にニューカッス
ル病（ND），17 日齢に伝染性ファブリキウス嚢病（IBD）
のワクチンを接種し，3 週齢までナラシンおよびアビラマ
イシンを添加した飼料を給与していた。
　剖検所見：気嚢炎，心嚢水の増量，脾腫および肺の胸膜
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黄白色化が認められた。
　組織所見：ファブリキウス嚢では，固有構造や大きさ
は保たれていたが，濾胞リンパ球の壊死が認められた

（図 7）。濾胞によってはリンパ球の減少や消失も認めら
れ，マクロファージの軽度浸潤や漿液の貯留が散見され
た。間質にはリンパ球とマクロファージの軽度浸潤が認
められた。脾臓と盲腸扁桃ではリンパ濾胞のリンパ球減
少がみられたほか，軽度の化膿性胸膜炎・気嚢炎・心外膜
炎が認められた。また，腸管内にコクシジウムオーシスト
や線虫卵が散見された。抗 IBDV 抗体（Hytest 社）を用
いた免疫組織化学的染色において，ファブリキウス嚢の
濾胞および間質のマクロファージとリンパ球に陽性反応
が認められた。また，盲腸扁桃のリンパ濾胞内のマクロ
ファージにも，ごく少数の陽性反応がみられた。
 病原検査：細菌学的検査では，家禽病原性大腸菌

（APEC・O78）が肝臓，脾臓，心臓および肺から分離さ
れた。小腸内容からはSalmonella Bareillyが分離されたほ

か，Clostridium perfringens（A 型）（netB 遺伝子保有）
が 1 × 108 cfu/g 分離された。ウイルス学的検査では，鳥
インフルエンザ検査（ウイルス分離および抗体検査）は
陰性，ND 検査（ウイルス分離および PCR-RFLP）は陰
性，IBD 検査（脾臓とクロアカスワブの PCR 法）は陽性
であった。
　診断と討議：組織診断名は鶏の IBDV によるファブリ
キウス嚢における濾胞壊死，疾病診断名は IBD および大
腸菌症とされた。家畜衛生研修会（病性鑑定病理部門）で
報告された IBD の 3 症例（2004 年愛媛県，2008 年奈良
県，2011 年三重県）では，共通して間質に顕著な炎症性
水腫を伴っていたが，本症例では炎症性水腫は認められ
ず，固有構造や大きさは保たれたまま濾胞壊死やリンパ
球減少が認められた。このため，当初 IBDV 感染初期の
病変を疑ったが，実験的に感染初期には偽好酸球の浸潤
が目立つのが特徴とのコメントがあり，本症例は慢性経
過の組織像と推察された。
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図 1A：豚のHaemophilus parasuis による線維素化
膿性心外膜炎。右側が心筋。HE 染色，Bar = 500 
µm。図 1B：線維素の析出と好中球の浸潤。HE 染色，
Bar = 25 µm。

図 3A：牛の肝臓における好酸球性増殖性小葉間静
脈炎。血管平滑筋の増生が顕著。HE 染色，Bar = 
200 µm。図 3B：血管内皮増生による内腔の狭小化
と好酸球の浸潤。HE 染色，Bar = 25 µm。

図 5A：牛の肉芽腫性結腸炎。粘膜固有層および下
組織に類上皮細胞が顕著に浸潤。HE 染色，Bar = 
100 µm。図 5B：類上皮細胞内の多数の抗酸菌（ヨー
ネ菌）。チール・ネルゼン染色，Bar = 25 µm。

図 2A：馬のStreptococcus zooepidemicus による線
維素化膿性肺胸膜炎。下側が肺。HE 染色，Bar = 
500 µm。図 2B：壊死性化膿性気管支肺炎。矢頭は
誤嚥性異物。HE 染色，Bar = 100 µm。

図 4：牛の BVDV による回腸炎。矢印は潰瘍部で
正常粘膜構造の欠損が認められるが，再生した粘膜
上皮に被われている。HE 染色，Bar = 500 µm。

図 6A：牛の骨格筋における硝子様変性・壊死。HE
染色，Bar = 50 µm。図 6B：腎臓における尿細管
の変性・壊死（矢頭）。HE 染色，Bar = 50 µm。
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図 7：鶏の IBDV によるファブリキウス嚢における
濾胞壊死。HE 染色，Bar = 50 µm。
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